
  
 
 
 

 
 
 

 
 

注
意 

一 

答
え
は
、
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
書
き
な
さ
い
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

二 

漢
字
は
か
い
書
、
仮
名
遣
い
は
現
代
仮
名
遣
い
で
書
き
な
さ
い
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

三 

作
文
の
「
題
名
」
を
書
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

四 

本
文
は
、
解
答
用
紙
の
一
行
目
か
ら
書
き
始
め
る
こ
と
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

  

【
設
問
】 

「
私
が
一
番
輝
い
て
い
る
と
き
」
と
い
う
題
で
作
文
を
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
次
の
条
件
に
従
う
こ

と
。 

  
 

「
条
件
」
①
三
つ
か
四
つ
の
段
落
に
分
け
て
書
く
こ
と
。 

 
 
 
 

 

②
自
分
が
一
番
輝
い
て
い
る
と
き
を
、
必
ず
第
一
段
落
の
中
で
示
す
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③
「
輝
い
て
い
る
と
感
じ
た
理
由
」
と
「
そ
れ
に
関
わ
る
体
験
ま
た
は
思
い
出
」
を
必
ず
盛
り 

込
ん
で
書
く
こ
と
。 

 
 

④
原
稿
用
紙
の
使
い
方
に
従
い
、
全
体
を
解
答
用
紙
（
五
百
字
）
の
範
囲
内
で
ま
と
め
る
こ
と
。 

 

  

下
書
き
用
紙 

 
 

 

こ
の
用
紙
の
白
紙
の
部
分
や
裏
は
、
下
書
き
用
紙
と
し
て
自
由
に
使
い
な
さ
い
。 
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